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は じ め に
Jane Austen（1775−1817）の生涯は有閑階級が純粋に楽しみの為だけに旅
行し始めた時期と一致する（Lane 111）。18世紀後半の 1785年ごろまでは必
要でない旅行をする習慣はなく，旅行といえば所領からせいぜいバース，ロン
ドン程度に限られていた（Lane 62）。しかしながら，1770年代，80年代に
出版された Gilpin の英国の様々な地方の美しさを広める本に感化される形で
国内旅行が盛んになり（Lane 62），完璧な景色を探して旅行するための余暇
と手段の発達のなかで，1770年代半ばまでに scenic tourism はイギリス人の
間で勢いをつけてきた。そして 1790年ごろにピークを極め 19世紀の最初の
10年間に書物の一つのジャンルとなった。当時，限られたものであったが貴
族や中流階級の女性には手段，移動性，そしてある程度の景色において嗜好を
高める教養が備わっていた（Bohls 66）。
Austen の最後の完成した作品である Persuasion（1818）もそのような旅
行熱の高まりの時代を背景に描かれた作品である。作品の舞台はウォルター家
の所領ケリンチからアッパークロス，ラッセル令夫人の住居，ライム，バース
とアンの移動と共に目まぐるしく移り変わる。Persuasion が Austen の他の
主要作品と大きく趣を異にする点として，アンの年齢が 28歳ととりわけ高い
事，アンに定住する場所が与えられない事，アンの意中の男性であるウェント
ワース大佐が，戦争によって財産を得た海軍軍人でアンよりも地位が低い事が
挙げられる。物語はアンの視点を通して「家」や「風景」をその時々の人々の
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精神状態を表す記号として捕らえる。本論ではアンの定住する場所のないヒロ
インとしての状況を踏まえ，その背後に描かれる風景と物語の進行の関わり合
いを解き明かすことを目的とする。
I
1791年ごろに生まれた女性の平均結婚年齢が 22.6歳（Anderson 32）とい
う時代において，28歳というアンは適齢期をとうに過ぎた女性であり，1度
は結婚を諦めながらも思いつづけていた男性が地位と財産を得て再び眼前に現
われる，このような筋立ては Austen の他の主要作品と同じく，幸福な結末の
もとに幕を閉じるシンデレラストーリー以外の何物でもない。しかしながら，
物語の背後には当時の地主社会が徐々に崩壊し流動的な社会へと移行しつつあ
った，その変化とそこに含まれる Austen 流のアイロニーが見て取れる。
物語は，アンの父のサー・ウォルターが心の友ともする愛読書が准男爵名簿
である，という書き出しで始まる。これは読者にサー・ウォルターが彼の地位
と名誉への執着が並々ならぬ俗物であることを印象付けるのに十分である。し
かしながら，物語はすぐにサー・ウォルターが不幸にもケリンチ館を去らなけ
ればならない状況を告げる。Pride and Prejudice, Emma, Mansfield Park
で描かれる様に，Austen の小説において「適切に営まれた所領は社会のモデ
ルとなる」（Duckworth 184）が，その点において Persuasion ではケリンチ
は物語の冒頭から既に経営に失敗したモデルとして描かれ，その結果放棄され
てしまう。適切な経営に失敗したエリオット一家は，その罰としてケリンチに
相応しくない住居人というレッテルを貼られ追放されるのだ。サー・ウォルタ
ーは虚栄のみをまとった象徴的な人物としてその後バースでの生活を余儀なく
される。唯一確かな鑑識眼をもつアンは「それはいるに値しない人が去り，結
果，ケリンチ館はその所有者よりも良き人達に委ねられたと心から感ぜずには
いられなかった」（119）とケリンチが再びその秩序を取り戻す為に正しき人
の手に委ねられた事を歓迎する。ケリンチを借りうけたクロフト提督の言葉か
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らは，ケリンチが住人の質に合わせて「改善」したことを窺わせる言葉が発せ
られる。「ほんの少し手を加えた事ですべてとても良くなった。しかしそれは
家内のおかげですがね」（121）。そしてシェパード氏も，それら手を加えた事
が，今までケリンチにはなかった「改善」だと絶賛する（121）。当時，軍隊
は貴族，紳士階級に属する家庭の次男以下の受け入れ先として一般的で，ま
た，戦争中拿捕した敵船の 4分の 1の宝を艦長は得ることができたため（Lane
75），財産のないものが一財産作り上げ，働きによっては准男爵にも叙爵され
る可能性をも秘めていた。准男爵のサー・ウォルターの放蕩によって堕落した
ケリンチが，軍人であり新興勢力のクロフト提督の手によって改善されるとこ
ろに当時の移行中の社会情勢が見て取れる。
18世紀半ば家は formal house から social house へと移行し（Daunton
209），カントリーハウスは持ち主と召使，求婚する者とされる者，家族と
客，仕えるものと仕えられるものの関係を反映した（Daunton 211）。Duck-
worth も述べるように Persuasion においても「登場人物のその時々の住居
は，彼等の精神状態の比喩となり，また彼等の忍耐の質を指し示すものとな
る」（190）のである。そこで，アンがケリンチを離れて以来訪れた家をアン
の視点からの描写で見てゆこう。まず最初にアンが訪れるのは妹の嫁ぎ先，ア
ッパークロスである。そこに住まうマスグローブ家の人々に対し，アンは「マ
スグローブ家も，彼等の家と同じように変化の過程にあって，おそらくは「改
善」の方向に向かっているのだろう」（42）と評価する。そしてそこで次のよ
うに感じる。
ANNE had not wanted this visit to Uppercross, to learn that a re-
moval from one set of people to another, though at a distance of only
three miles, will often include a total change of conversation, opinion,
and idea. She had never been staying there before, without being
struck by it．（43）
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これらのアンの言葉が示す様に，Persuasion では，Austen はアンが訪問す
る先々の家をアンの目を通して，そこに住む人々と家を大きく関連付けて描写
し，アン自身もそこに滞在する限りは，その家の衣をまとうよう求めている。
そのようなアンの言動はこの後，積極的に階級を縦断し，それぞれの考え方，
視点を身につけて行く存在としてのアンという役割も示唆する。アンは准男爵
の娘でありながら，姉のエリザベスや妹のメアリーが持つようなスノッブな階
級意識は持ち合わせない。皆が認めるように，地位といったものを気楽に考え
無頓着である（47）。アンの台詞には自らをエリオット家から見ると格下と言
えるアッパークロスに染めようとする顕著な努力が見て取れる。アンはアッパ
ークロスの人々と自分を同軸に置き理解しようと勤める。一方でアンの目は非
常に冷静な判断を下す。マスグローブ家の皆と，ある日ウィンスロップに散歩
に出かけたときの事である。「何の美しさも品位もないウィンスロップが彼ら
の目の前に広がっていた。大地に這いつくばった平凡な 1軒の住居があっ
て，その縁を農場にある納屋や建物がぐるりと取り囲んでいた」（83），アン
はマスグローブ家の親戚のチャールズ・ヘイターの住む土地をこのように表現
する。Gilpin の出現によって，国内の景色が再評価されはじめた時代に，こ
のようなそっけないともとれる描き方は何を意味するのか？Austen はリアリ
ズムの手法によってウィンスロップを壮麗なケリンチの対極に置く。このよう
な風景はそこに住まう人の記号であり，ウィンスロップの描写からは無骨で素
朴なチャールズ・ヘイター像が浮かび上がる。同じように，ライムのハービル
大佐の家についてもアンは「狭い」という第 1印象を持ちながらも，非常に
肯定的な判断を下す。
Anne had a moment's astonishment on the subject herself ; but it was
soon lost in the pleasanter feelings which sprang from the sight of all
the ingenious contrivances and nice arrangements of Captain
Harville, to turn the actual space to the best possible account, to sup-
ply the deficiencies of lodging-house furniture, and defend the win-
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dows and doors against the winter storms to be expected．（96）
このようにアンはケリンチのクロフト提督やライムのハービル大佐のように，
元の家を少し手を加え住み易くしていることを，住み手の手柄として評価し，
その評価は直接的な人物評価へと繋がる。
では，エリオット家が借りたバースのカムデンプレイスとはどのようなもの
であったのか？それは「立派な」家で「有力者の住宅に相応しく堂々とそびえ
建っていた」（129）。「堂々とそびえ建つ」，つまり上から見下ろすという構図
は領地を離れバースにおいても尚，虚栄心を満足させようとするサー・ウォル
ターの意図が感じられ，バースの住人に対する傲慢な態度が感じられる（Lane
109）。そしてバースにたどり着いたアンは「幾月もそこで捕らわれの身とな
って暮らさねばならないことを予期し，心を沈ませる」（129）。アンにとって
はサー・ウォルターの住まう所は囚人を収監するような「檻」でしかない。カ
ムデンプレイスの家には住み易くするための創意工夫は感じられず，サー・ウ
ォルターやエリザベスは虚栄心を満足させるのに夢中で，自身の手によって
「家」を「改善」することができないどころか，明らかに「格落ち」とも取れ
る家に非常な満足感を見せるのである。もはや彼らの真実を見つめる「眼」は
失われたといえよう。そしてそこは本質的なものに重点を置き，見かけではな
く人間性において人を判断する世界の人間であるアンにとっては虚栄心に押し
つぶされるような息詰まる場所なのだ。
また，アンとエリオット氏が再会したのがライムの宿屋であったことを付け
加えておかなくてはならない。つまり「宿」というのは旅人がほんの一時滞在
する為の場所で，そのような場所を再会の場所に設定したことはアンとエリオ
ット氏の関係が恒久的にはならないという伏線もみてとれるのではないか。さ
らに次章では考察の視点を「家」からそれを取り巻く「風景」，それが位置す
る「土地」にまで広げていきたい。
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II
物語の舞台が転々とする Persuasion においても，とりわけ重要な場所がバ
ースとライムである。この 2箇所はどちらも当時人気のあった温泉リゾート
と海浜リゾートで，Austen 自身も訪れているが，Persuasion では一方は肯
定的，他方は否定的な意味合いを含み語られている。つまり Austen はバース
を人々が「腐敗」してゆく根源として見なし，一方でライムに人々を「浄化」
させる場所としての役割を与える。2箇所に共通するのは，リゾートという場
所柄，どちらも出会いの場所である，ということである。
ライムの浄化作用は，まずアンのウェントワースに対するわだかまりを取り
除く事から始まる（155）。そして，ライムでアンが出会うのは「価値ある
人々」である。ハービル大佐夫妻とベンウィック大佐。アンは心づくしの気取
りのない歓待を受け「この人達は皆わたしのお友達になっていたはずの人たち
なんだわ」（96）と気分を沈ませる。Austen はライムの美しさを余す所のない
筆致で描写する。そして旧き「奇観」と手を加えられた新しい「改善」によっ
て成っているコブをも評価する（93）。そのライムの清廉さは人物をも変革す
る動因ともなる。それは次のライムでのアンについての描写に明らかである。
．．．and as they［Captain Wentworth, Henrietta, Louisa and Anne］
passed, Anne's face caught his［a gentleman's］eye, and he looked at
her with a degree of earnest admiration, which she could not be in-
sensible of. She was looking remarkably well ; her very regular, very
pretty features, having the bloom and freshness of youth restored by
the fine wind which had been blowing on her complexion, and by the
animation of eye which it had also produced．（101）
アンの健康的な美しさは若さを取り戻し，見知らぬ男性を引きつける。そして
１９４ Persuasion：人々に作用する風景
ウェントワースまでもがアンの魅力を再認識し，以下のように述べる「あの男
は君の魅力に圧倒されたが，今は僕でさえ以前のアン・エリオットらしさを感
じるような気がするんですよ」（101）。ウェントワースと別れ，結婚を夢見る
には歳を取りすぎてしまったアンはライムの美しい景色によって浄化，改善さ
れ，もとの美しいアンに戻る。そんなアンの変化は父によっても褒め称えられ
る。彼女をまったく物の数にも入れてなかった父でさえ彼女の浜風によって
「改善」した顔に魅力を感じるのだ。
逆にバースは腐敗の根源として物語で描写される。18世紀にはロンドンの
シーズンの次にはバースに滞在するのがほとんど社会のエリートにとっては義
務的なものになり……しばらくの間は貴族の最も有意義な結婚市場としてロン
ドンを上回るまでになった（Thompson 20）。しかし休暇の普及によって流れ
込む中流階級によってバースはその上流社会ののリゾートとしての輝きを失っ
た。1761年の以降，バースは徐々に衰退の道を辿った。貴族階級は他のスパ
に散らばっていき，バースはその排他性を失った（Hill 14）。バースは Persua-
sion が背景としている時代において，頽廃の一途を辿っていた。逆に，1780
年代よりブライトンやウェイマスなどの海浜リゾートはバースから最も洗練さ
れた人々を引きつけてきた（Lane 111）。
Hill が指摘するようにバースのデカダンスとは登場人物はそこでりっぱな
人生を構築できないことを意味している。バースは断固として通過するだけの
場所であり，そこに結婚生活や心の安住の地を求めることはできないのである
（64）。そしてそのバースはもはや華やかな貴族の社交場ではなく，「温泉を求
めてやってくる金持ちで痛風持ちの病人の需要を満たす場として発達した社会
の中心であった」（Pool 26）。そのような場所に似つかわしいのはサー・エリ
オット，エリザベス，クレイ夫人，ダルリンプル子爵夫人及びカータレット嬢
という虚ろな社交に身を費やす中身のない人々ばかりである。そこで価値ある
人々との出会いは期待できない。Austen はバースが表面的なことに重きを置
く，そのような人々が集まる場所の象徴として「顔」という概念を用いる。そ
れはサー・ウォルターの第 1のこだわりとなって現れる。エリオット氏の亡
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き妻が卑しい生まれであったにも関わらず「美しい人」であったことは，結婚
の十分な理由になり得たし，ウォリス大佐が「不細工な人でない」（131）と
付け加え，可愛らしくチャーミングだという夫人（215）に早く会いたいと願
う。バースには醜い男と女が多すぎる（134）と嘆き，最終的には，アンとウ
エントワース大佐の婚約が決まった時，「いたくその美貌に感心」し「これだ
けの見栄えの良さなら娘の社会的地位と釣り合うかもしれない」（234）「それ
になんとなく名前の響きが良い」（234）と全く表面的なことしかみない。ケ
リンチを追放され，「家」をもたない放浪者となったサー・ウォルターの目は
腐敗したバースに滞在する事で更に曇り役に立たなくなり，ますます表面的な
もののみに価値を置くようになるのだ。
一家がバースへ移り住む事が決まった時，アンは必要ないものとしてバース
行きの一行から排除される。エリザベスは言う「アンは後に残った方がいいと
思うわ。バースでは誰もアンを必要としないでしょうし」（36）。そして一行
はアンの代わりにクレイ夫人を加え，バースへ旅立つ。ラッセル令夫人は，ア
ンの代わりにクレイ夫人を加えた事を「アンが何の役にも立たないのにクレイ
夫人が役に立つというのは，まるでアンに対する侮辱だ」（36）と憤慨する
が，ここでバースが選び，必要とするのはアンではなく，クレイ夫人のような
人物であることが示されている。アンがバースに来た為，バースを去ることを
申し出たクレイ夫人にエリザベスは再び言う「あら，そんなの理由にならない
わ。本当ですわよ。そんなことなんとも思ってないんです。だってあんな人，
あなたに比べたら無に等しいんですから」（137）。アンがバースに必要のない
人物である事は何度も繰り返され，印象付けられる。しっかりとした価値観，
清廉な精神を持った者はバースでは「相容れない者」として疎外される。アン
のバースにおいての存在価値は，単に新しく得た家具を誇示する為の存在とし
てのみ必要とされる。アンが評価を下すように「何のとりえがあるわけでもな
い」ダルリンプル子爵夫人や「なお更とりえのない」カータレット嬢がバース
では持て囃される。Austen は時々登場人物を定義付けするためにバースを用
いている（Hill 33）。例えば Pride and Prejudice の放蕩者ともいえるウィカ
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ムは度々バースを訪れている。Persuasion においても，バースとは放蕩者の
集う街といった一面が伺える。
またバースにおける重要人物のひとりにスミス夫人が挙げられる。彼女は唯
一アンと価値観を共有する女性であるが，「収入より出費の多い」「お人よし」
の夫を持ち，その為財政状態が破綻し，夫が亡き後はリュウマチを患いバース
で非常に惨めな生活を送っていた。しかし彼女は看護婦を通じて得た有益な情
報をアンに提供する。サー・ウォルター等が中身のない人々との饗宴に乗じて
いる間にも，アンは旧知の友と再会を果たし，しっかりとした判断力を働かせ
快楽に溺れることはない。1度はバースの見えざる力に惑わされエリオット氏
を認めようとしたアンだったが，スミス夫人に助けられ，真実を知ることとな
る。そして，その手助けをした褒賞としてスミス夫人にも生活が「改善」する
チャンスが巡って来るのである。
III
しかし，バースは Persuasion において，ただ単に退廃の場として描かれて
いるわけではない。小説家達はバースを人物を試し，現実の厳しさを教えるた
めの場と位置付ける。その試練を乗越えた後には幸せが開けるのだ（Hill
64）。Austen もライムと同じようにバースの人々にも「改善」の機会を与え
ようとしている。しかしながら，偽善や虚偽が蔓延する都市で，現実の厳しさ
を見据え，自身を改善できるチャンスは己の精神が鍛えられた者にしか与えら
れないのである。
Persuasion で重要とされるのは，物質的なものではなくて，精神的なもの
である。ウェントワースが与えるものは定住する「家」ではなく，ハーヴィル
大佐を筆頭とした友人達との人間的な触れ合いである。息吹の感じられない
「空虚」な館ではなく，もっと本質的な人と人との触れ合い，人が生きていく
うちで支えと成るものである。Pried and Prejudice でエリザベスがペンバリ
ーをはじめてみた時に「ああ，この館の女主人になっていたかもしれないんだ
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わ！」（229）と感嘆の吐息をもらし，同じく，ハーヴィル大佐との親交が深
まるに連れて，アンは「このような人々を自分の友達とすることができたのだ
わ」（96）と悔やむ。しかし両者が求めているものは本質的に異なる。エリオ
ット家ではそのような触れ合いを求めるアンは「父や姉から見ると，物の数に
も入らなかった。彼女の言うことは何の重きも置かれず，彼女の都合は常に譲
歩しなければならなかった──彼女はただのアンに過ぎないのだった」
（12）。しかし，皮肉な事に，そのアンが唯一，正当な価値観を持つものとし
て物語の中心に据えられている。
エリオット家の姉妹であるエリザベスとアンに共通するのは，過去の辛い失
恋の記憶である。エリザベスは「まだほんの少女時代」に「もしこのさき弟が
生まれない場合は，彼が准男爵の跡目を継ぐのだと知って，彼と結婚しようと
もくろんだ事があった」（13）。しかしその相手であるウィリアム・エリオッ
ト氏はサー・ウォルターやエリザベスの招待を振り切り，素性の卑しい金持ち
女と一緒になってしまった（14）。片やアンは，縁故関係も財産ももたないウ
ェントワースと恋に落ちた。サー・ウォルターの冷たい仕打ちにも屈すること
なく愛を貫こうとしたが，信頼しているラッセル令夫人の説得を受け，ウェン
トワースと別れる決心をする。その後の報いとして「彼女の愛着と数々の後悔
は，長い間青春のあらゆる歓楽を曇らせ，若き日の盛りと生気の喪失は後の生
活にまでをを引いて残った」（31）が，エリザベスと違い，人間の内面に重き
をおいていたアンは，風景を通じて浄化，改善され，もう 1度チャンスが与
えられる。そしてその時かつてのウェントワースは財産を持って現われ，清廉
な心を持ちつづけた報いとして，以前より上質な結婚へとアンは導かれるの
だ。かつてケリンチにもウォルター家の人によって「改善」されるチャンスが
与えられた。サー・ウォルターの散財が原因で家計が立ち行かなくなった時，
アンのみが体面ではなく，実直な解決策を考えた。アンはアン自身の手によっ
てケリンチを「改善」しようと試みたが（17），結果的にはアンを「無」だと
考える人々によってその計画は頓挫してしまい，ケリンチは新しき者の手に委
ねられる。
１９８ Persuasion：人々に作用する風景
Persuasion では，人々を 2つのグループに分ける事ができる。古い因習や
地位に固執するサー・ウォルターを中心とする人々と，外面ではなく内面を重
視するアンを中心とする人々である。前者はバースという過去の栄光に満ちた
街に身を埋め，時代の流れを感じながらも変わって行くのを拒否し旧きものに
固執する人々であり，後者はライムという新しいリゾートに象徴されるよう
に，流動化してきた社会を最大限に利用し，台頭してきた新しい階級の人々で
ある。アンは形骸化した地主階級という社会の実態を早くから見極め，昔の地
位に憐れにも固執することなく，新しい流れに勇気を持って飛び込んで行く，
そのような女性である。ケリンチ館はエリザベスがダーシーのペンバリーに最
終的に落ち着くのとは違い，奪回し帰還する所である。しかしそれをあえて捨
て，自らの確固たる居場所を確保することも放棄する。「この物語からは，今
までにない何かしらの束の間の不確かさといった要素が感じられる」と Duck-
worth は指摘するが，それは偏に目まぐるしく移り変わる場所を背景に，地主
階級から新興勢力への勢いの流れが描かれているからに他ならない。Persua-
sion はその中に見える自己貫徹，自己実現の美しさを時代の流動性を背景に
描いた作品である。とりわけ重要であるのが，人や物がいかに「改善」したか
ということであり，それを指し示す指標，もしくは手助けする媒体として
「家」や「風景」が重要な意味を帯びて来るのである。
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